
謹賀新年

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
す
こ
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
11
月
、
当
初
の
構
想
か
ら
半
世
紀
に
も

及
ぶ
歳
月
を
経
て
、
国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
が

つ
い
に
完
工
式
を
迎
え
ま
し
た
。
本
県
の
永
年

の
念
願
で
あ
っ
た
大
規
模
な
農
地
の
造
成
と
、

背
後
地
の
防
災
機
能
の
強
化
を
実
現
す
る
本
事

業
の
完
了
は
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
、
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に

あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、

意
欲
あ
る
農
業
者
に
よ
る
環
境
に
優
し
く
、
安

全
・
安
心
な
農
作
物
を
、
大
規
模
な
農
地
で
効

率
的
に
生
産
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
県
農
業

を
リ
ー
ド
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も

に
、
昨
年
末
に
暫
定
供
用
し
た
堤
防
道
路
、
調

整
池
や
自
然
干
陸
地
な
ど
を
総
合
的
に
活
用
し
、

観
光
の
振
興
を
は
じ
め
地
域
振
興
の
拠
点
と
し

て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
県
で
は
全
国
に
先
駈
け
て
市
町
村

合
併
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
新
市
町

で
は
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地
方
交

付
税
の
減
額
と
合
併
時
期
が
重
な
っ
た
こ
と
で
、

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
行
政
区
域
の
拡
大
や
行
財
政
基
盤

の
充
実
な
ど
の
合
併
効
果
を
生
か
し
た
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
県
で
は
財

政
支
援
や
人
材
育
成
な
ど
、
最
大
限
の
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
県
の
財
政
は
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る

地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
の
大
幅
な
削
減
、

社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
こ
れ
ま
で
も
「
収
支
改
善
対
策
」
や

「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
行
財
政
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
今
後

さ
ら
に
「
収
支
構
造
改
革
」
に
よ
っ
て
、
財
政

の
健
全
化
を
徹
底
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
県
の
厳
し
い
経
済
・
社

会
情
勢
を
考
え
る
と
き
、
引
き
続
き
県
政
全
般

に
お
け
る
改
革
を
断
行
し
な
が
ら
、
県
民
の
皆

さ
ま
の
暮
ら
し
を
直
接
支
え
る
事
業
や
将
来
の

発
展
の
た
め
に
今
手
が
け
る
べ
き
事
業
に
つ
い

て
は
、
選
択
と
集
中
を
念
頭
に
、
積
極
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
政
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
雇
用
の
拡
大
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
県
内
の
産
業
を

活
性
化
し
、
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
企

業
誘
致
や
地
場
企
業
の
振
興
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
育
成
に
全
力
で
取
り
組
み
、
北
部
九
州
に

集
積
が
進
む
自
動
車
関
連
企
業
や
離
島
へ
も
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
が
実
現
す
る
な
ど
、
着

実
に
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
本
年
も
引
き

続
き
、
企
業
誘
致
の
促
進
や
新
た
な
工
業
団
地

の
造
成
、
地
場
企
業
へ
の
支
援
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
ま
す
。

　
特
に
、
離
島
・
半
島
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ

り
ま
す
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
農
家
・
漁

家
の
生
産
性
や
所
得
の
向
上
、
担
い
手
の
確
保

の
た
め
に
様
々
な
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。
一
方
、

県
産
農
水
産
物
等
の
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
、
首
都
圏
を
は
じ
め
関
西
・
中
京
地
区
に
お

け
る
販
路
拡
大
を
進
め
る
と
と
も
に
、
県
民
の

皆
さ
ま
へ
の
県
産
品
愛
用
運
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
に
よ
る
魅
力
や
活
力
づ
く
り
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
本
県

独
自
の
歴
史
、
文
化
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る

拠
点
で
あ
る
長
崎
県
美
術
館
や
長
崎
歴
史
文
化

博
物
館
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、
歴

史
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
旅
す
る
長
崎
学
」
に
よ
る

歴
史
情
報
の
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
文
化
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
、
交
流
の
拡
大
と
人
材
育
成
を
図

る
た
め
「
文
化
活
力
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
具

体
化
を
検
討
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
登
録

さ
れ
て
い
る
「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有

者
や
関
係
市
町
、
県
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な

っ
て
、
世
界
遺
産
の
本
登
録
に
向
け
た
運
動
や

資
産
の
価
値
の
証
明
、
周
辺
環
境
の
保
全
な
ど

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
本
年
11

月
、
国
内
初
の
列
福
式
が
長
崎
市
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
長
崎
県
美
術
館
、
長
崎
歴
史
文

化
博
物
館
等
が
連
携
し
た
特
別
企
画
展
を
支
援

す
る
な
ど
、
国
内
外
に
本
県
の
情
報
発
信
を
行

う
と
と
も
に
、
交
流
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
県
民
の
皆
さ
ま
が
、
安
全
に
、
そ
し

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
快
適
に

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

県
民
お
一
人
お
ひ
と
り
の
尊
厳
が
保
た
れ
、
と

も
に
地
域
を
支
え
合
い
、
心
身
と
も
に
健
や
か

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

福
祉
・
医
療
・
保
健
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
特

に
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成

の
た
め
に
、
社
会
全
体
で
安
心
し
て
子
ど
も
を

生
み
、
健
や
か
に
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
、
「
長
崎
県
子
ど
も
条
例
（
仮
称
）
」
に
つ

い
て
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聴
き

し
な
が
ら
制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
長
年
の
課
題
で
あ
る
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル

ー
ト
に
つ
い
て
は
、
西
九
州
地
域
全
体
の
広
域

的
な
発
展
の
た
め
、
佐
賀
県
、
Ｊ
Ｒ
九
州
な
ど

関
係
機
関
と
協
力
し
、
着
工
に
向
け
て
最
大
限

の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
県
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
平
成
26
年
に
本
県
で
開
催
す
る
国
民
体
育
大

会
の
開
会
式
・
閉
会
式
会
場
地
に
つ
い
て
は
、

諫
早
市
の
県
立
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を

選
定
し
、
各
競
技
会
場
地
は
、
平
成
20
年
度
中

に
選
定
い
た
し
ま
す
。
今
後
、
長
崎
国
体
の
成

功
に
向
け
て
、
市
町
や
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
と

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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　償却資産（事業用資産）には、地方税法により

固定資産税が課税されます。事業にお使いの機械・

備品などの償却資産を有している人は平成20年

１月１日現在の償却資産の申告が必要です。

　申告期限は、１月31日までとなっていますので、

税務課資産税班または各総合支所市民課まで申告

してください。また、申告書が送付されてない人

（事業者）はご連絡いただき、早めの申告をお願

いします。

■償却資産とは
　会社や個人で工場や商店などを経営している人

や農林水産業、アパート経営者などが所有する資

産で、事業のために用いることができる構築物や

機械・器具・備品など（土地・家屋以外の事業に

使うことができる資産で、その減価償却費が法人

税または所得税の所得の計算上、必要な経費に算

入されるもの）をいいます。ただし、無形減価償

却資産（鉱業権、漁業権、パソコンソフトなど）

や自動車税・軽自動車税の課税対象（軽トラック、

トラクターなど）は除きます。

■主な償却資産の例
●構築物　門、広告塔、舗装路面、内部造作、　

　ビニールハウス、事業用簡易構築物 など

●機械および装置製造加工機械　　　　　　　　

　コンベヤー、クレーン、土木建設機械、　　　

　農業用機械、印刷機械 など

●船　舶　漁船、ボート、貨物船 など

●車両および運搬具　　　　　　　　　　　　　

　構内運搬車、特殊自動車、その他自動車税・軽

　自動車税の課税対象とならないもの

●工具・器具および備品　　　　　　　　　　　

　机、椅子、ロッカー、レジスター、陳列ケース、

　コピー機、パソコン、厨房用品 など

　現在の井戸水は、肥料・畜産排泄物・生活排水

等に起因する硝酸性窒素等による地下水汚染の影

響で飲用水として不適切になっているものが多く

なっています。硝酸性窒素等を多く含んだ井戸水

は健康へ悪影響があり、体重４ kg 以下の乳児が

飲用した場合には呼吸を阻害する恐れがあります。

　また、不適切な管理により細菌汚染が進んでい

る場合もありますので、次の点に心がけ適正な管

理をしましょう。

■井戸の周辺は清潔に保ちましょう
　井戸は周辺の環境や地表の影響を受けやすいの

で、必ずフタをしましょう。また、周辺は柵など

をし、みだりに人や動物が入らないようにしまし

ょう。

■井戸の生水飲用は避けてください
　飲用する場合は、煮沸等の適切な殺菌消毒を行

ってください。

■におい・味・にごりに注意しましょう
　使用している井戸に異常を感じたらすぐに使用

をやめ、水質検査を受けましょう。

■定期的に水質検査を受けましょう
　年に１回は水質検査を行い、井戸水の安全性を

確認しましょう。検査項目は次の10項目です。

（一般細菌・大腸菌・硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素・

塩化物イオン・有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量）

ＰＨ値・味・におい・色度・濁度）

※水質検査は個人で検査機関に依頼していただく

　ため、有料となります。検査数値が異常な場合

　は、すぐに井戸の使用をやめ、下記へご相談く

　ださい。

せつ
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